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• しかし、ベンガル・デルタでは、古代において展開した仏教遺跡が各地に認められること（例えば、Alan	 and	 Salles,
2001））、や、河合・安藤（1980）の議論は、英領期以降の集落景観の形成で議論されていることから、現段階は、上記の
議論は「仮説」の域をでるものではない。
• ベンガル・デルタという世界有数の「低湿地」の開発を検討する場合、低湿地開発を限定する要素としての「低湿地」をヒ
トが克服するものとして、宗教伝播にともなう民族移動によってもたらされた技術変容を議論のなかに組み込む必要があ
る。
約500年前に集中 約900年前~
約1300年前~
ムスリムの伝播と同調？
約500~300年前~
南からの移住・移動
（不明）
ブラマプトラ川流域の
民族移動と土地開発時期
5．ま　と　め
地形環境変遷とヒトの低地への適応
地形環境の安定期とベンガル・デルタの
ムスリム化による「技術」の変容可能性
• ベンガル・デルタ中央部の氾濫原を対象に，土地の履歴と人間活動の対応関係について検
討した。現段階での結論は，
• ジャムナ川中流域では，①約12-11千年前に形成された洪水氾濫堆積物（自然堤防状の微高
地）を利用するかたちで，それ以降，生産域と居住域の開発が行われた。
• その後も，②幾度かの洪水に見舞われながらも，盛土の主体部の維持管理は現金収入を生
む土木作業（マティ・カタ）によって恒常的に実施されてきた。
• さらに少なくとも，③約1.3千年前までには当該地域において生産域としての水田開発に連
動する形で、近隣地域に屋敷地が形成された。
• さらに、④この堆積物に記録された土地開発時期が、周辺地域におけるベンガル・デルタ
のイスラム化との関係可能性について述べた。
ありがとうございました
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